建設工事に係る競争入札参加資格者の格付のための審査基準

　　　　平成　７年　３月３１日

改正　　平成　９年　４月　１日

改正　　平成１３年　４月　１日

改正　　平成１９年　４月　１日

改正　　令和　５年　３月２０日

改正　　令和　６年１２月１８日

１　格付方法

　　２⑵の客観的要素の評定数値及び⑷主観的要素の評定数値から総合評定数値を算定し、４⑴の基準に従い建設工事に係る競争入札参加資格者の格付を行う。

２　格付に係る審査項目及び基準

⑴　客観的要素の審査項目及び基準

客観的要素の審査項目及び基準は、平成20年１月31日国土交通省告示第85号（建設業法第27条の23第３項の経営事項審査の項目及び基準を定める件）の定めるところによるものとする。

⑵　客観的要素の評定数値

客観的要素の評定数値は、⑴の審査項目及び基準により算出された建設業法（昭和24年法律第100号）第27条の29の規定による総合評定値とする。

⑶　主観的要素の審査項目及び基準

ア．主観的要素の審査項目は、次のとおりとする。

(ｱ)　工事施工成績

イ．主観的要素の審査基準は、次のとおりとする。

(ｱ)　工事施工成績

工事施工成績に係る評定点数は、前年及び前々年に施工した工事に係る評定点数の平均により、次の区分に従って算定するものとする。この場合において、その平均値に小数点以下の数値があるときは、これを切り捨てるものとする。

	評 定 点 数 の 平 均 値
	付 与 点 数

	　　　８６以上

　　　８１から　　　　８５まで

　　　７６から　　　　８０まで

　　　７１から　　　　７５まで

　　　６６から　　　　７０まで

　　　６１から　　　　６５まで

　　　６０以下
	５０

４５

４０

３０

２０

１０

  ０


⑷　主観的要素の評定数値

主観的要素の評定数値は、主観的要素に係る審査項目ごとの付与点数の和とする。

３　総合評定数値

　　建設工事に係る競争入札参加資格者の格付のための総合評定数値は、客観的要素の評定数値と主観的要素の評定数値の和とすることができる。

４　級別格付の基準となる総合評定数値及び対応工事の予定価格

⑴　級別格付の基準となる総合評定数値

	工種

等級
	土木、建築、舗装
	その他の工事

	Ａ

Ｂ

Ｃ
	1,200点以上

　700点以上　1,199点まで

　699点以下
	1,000点以上

　500点以上　999点まで

　499点以下


⑵　対応工事の予定価格

⑴により格付された等級に対応する工事予定価格は、次のとおりとする。なお、指名競争入札における指名基準は別に定めるとおりとする。

	工種

等級
	土木、建築、舗装
	その他の工事

	Ａ

Ｂ

Ｃ
	8,000万円以上

1,500万円以上8,000万円未満

1,500万円未満
	4,000万円以上

　500万円以上4,000万円未満

　500万円未満


※建設工事共同企業体における工事についても上記予定価格に準じて
工事等級を定めるものとする。
